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初国会の閉会を迎えて 
 臨時国会が閉会しました。本会議、委員会のほか、

部門会議、ＰＴ（プロジェクトチーム）、ＷＴ（ワー

キングチーム）、各種勉強会などに参加しました。会

期は短く、重要法案が少なかった今国会でしたが、

一連の動きがなんとなく理解できた国会ではありま

した。 
 私が所属する総務委員会では、郵政民営化と地方

主権を審議します。郵政民営化も地方主権も、議論

の途中で当初のマクロの目標が忘れ去られてしま

い、手法や制度論に偏ってしまっているような気が

してなりません。紙面の都合で詳細を述べることが

できませんが、ポイントだけを掻い摘んで説明しま

す。 
郵政民営化のマクロの目標は、「財投改革」です。

特殊法人の資金源を断ち切るという大きな目標で

す。郵貯と年金積立金を資金運用部に預託していた

仕組みを 2001年に改めて、政府の財投債を購入し、
その資金を財務省が特殊法人に貸し付ける仕組みと

しました。しかし、実態はほとんど以前と変わりま

せん。この特殊法人への貸し付けの仕組みを改革す

ることが、郵政民営化議論の目標であったはずです

が、９月に閣議決定された基本方針は、やはり制度

論や手法論でとどまってしまっており、改革とは名

ばかりで、結局、“調整”の域を脱しきれていません。

手段であった民営化が目的に様変わりしてしまって

いることが問題です。 
政府は、地方主権を推進する前提として「国と地

方の税財政改革（三位一体改革）」を打ち出しました。

もともと、「国と地方の税財政改革」は、地方主権を

推進することにより、財政資金（国民の皆様から預

かった大切な税金等）をどのように使うかを決める

権限を、住民により近い地方自治体へ移し、税金の

使い方をわかりやすくしようとする改革であったの

です。ところが、11 月 26 日の政府・与党が合意し
た最終案は、改革ではなく、単なる利害調整でした。

各省庁は、いつまでも財源をバックに権限を握って

いたいと考えたようです。補助金獲得で選挙区にに

らみをきかせてきた与党の国会議員は、地方自治体

が権限を握ると自分の存在意義が薄れることに抵抗

感があったのでしょう。こうした利害対立が、税源

移譲も補助金削減も地方交付税の見直しもすべて中

途半端という結果を導いたのです。これでは、当初

の目標、つまり、地方の自由裁量権を拡大し、責任

ある地方行政を確立することはできません。民主党

の基本的な考え方は、18兆円の補助金を廃止し、こ
れを約5.5兆円の税源移譲と約12兆円の一括交付金
に改めるというものです。民主党は、地方主権の理

念を実現するため、真の改革を目指します。 
 残念ながら、両テーマとも国民の皆様の関心は薄

いようです。しかし、両テーマとも、税金の無駄を

省き、財政赤字を立て直すという点で、私たちの生

活に直結する大切なテーマです。来年の通常国会で

は、大きく取り上げられますので、是非とも関心を

持ってください。 

委員会にて質問に立つ 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

■新潟県中越地震街頭支援活動 

11 月 14、15、21、22 日県内各地において新潟県中越

地震街頭支援活動を行い、義援金も 28,587 円集まり

ました。また、当事務所から新潟にスタッフを 2名派

遣し現地での支援活動も行いました。 

各地で地元

の民主党議

員と協力し

ました。 
清水町にて

渡辺周衆議

院議員と。 

小千谷高校

にある民主

党小千谷本

部。 
当事務所か

らもスタッ

フを派遣し

ました。 

被災者の

方たちへ

全国から

集まった

支 援 物

資。 

■ホームページ新装開店！！のお知らせ 
 参院選後しばらく更新していなかったホームペ

ージを再開いたしました。参議院議員としての新

しい出発に合わせ、ホームページも、レイアウト、

内容ともに一新しました。藤本が普段考えている

ことや、地元や国会での活動が具体的に、いち早

く皆様に伝わるようなホームページづくりを心が

けてまいります。ぜひご覧下さい。ホームページ

をご覧になって、藤本の活動に対する意見、感想

などをお寄せいただけたら幸いです。 
＜主な内容＞ 
 ○「藤本祐司のショート・トーク」：2，3 日に

一度のペースで、藤本が日々感じたことを

書き留めていきます。藤本自身による書き

込みです。 
○「国会からのホンネ・コメント」：１週間に一

度のペースで、やや腰を落ち着けて、藤本が

自分の考えを述べていきます。藤本自身によ

る書き込みです。 
○「フォトライブラリー」：藤本の日常活動の一

場面を写真でご紹介します。 
○その他「プレス民主号外 静岡県参議院選挙

区第 3総支部版」、「国会会議録」、「スタッフ
コーナー」など。 

ホ ー ム ペ ー ジ は コ チ ラ ⇒

http://www.fujimoto-yuji.org/ 

 

休 日 の ひ と

時、街頭にて

被災された方

たちへの支援

を う っ た え

る。 
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